
W・大飯原子力発電所周辺地域の環境保全のための植物生態学的提案

　　Vegetatio鍛s6ko王ogische　Vorsch殿ge　f銭r　de簸Umwe正tschutz　auf　den　Ge

　　玉ande　des　Oi－Atomkrafむwerkes　und　se癒er　U㎏ebung

1．環境保全林形成の意義　Bemerkung肋er　die　Umwdtgesもalutung　durch　leben－

　　digen　Bausもoff

　　　大飯原子力発電所の位置する福井県大飯郡大飯町の大島半島を申心とする若

　　狭湾沿岸地域は若狭湾国定公園に指定されており、美しい海岸線とすぐれた自

　　然環境に恵まれた地域である。また縄文時代の貝塚をはじめ古墳，史跡などが

　　各地に多く残された歴史，文化的にも早くからひらけた地域である。

　　　大飯原子力発電所は、このような豊かな自然環境を破壊することなく自然環

　　境の保全をはかりつつ、さらには周辺の自然環境との調和を求め、より豊かな

　　自然環境の育成をめざすことが望まれる。

　　　大島半島大飯町地区の自然環境の保全および自然環境保全林の創造、育成に

　　ついてはすでに宮脇・藤原（1976）によって植生学的提案がなされているが、

　　ここではその追補としての2～3の植物社会学的提案が行なわれた。

　　　（1）環　境　保　全

．一ﾊに自然環境（あるいは立地）とは植物や動物など生物の生活に関与する

気候，地形，地質，土壌などの無機的環境要因の総称である。しかし実際には、

環境は人間を含めた生物などの有機的要素と自然環境である無機的要因が複雑

に関連しあったものとなっている。そのため環境は今日の科学や技術をもって

しても物理的，化学的に分析，理解できない多くの未知なる側面を有している。

したがって生きている動植物を含めた環境の保全、育成あるいは創造には、ど
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うしても一定以上の生物学的な時間が必要であり、一度破壊した自然環境の復

元はきわめて困難なものとなる。

　そこで原子力発電所、その他の建築物のための造成など土地利用、土地開発

に際しては、まず第一に現在ある自然環境の破壊を最少限に止め、さらに新し

い環境形成のためにこれらを活用する方策が必要となってくる。

　保全すべき自然環境の質については、現存植生図を基礎とした立地図によっ

て評価される。一般に自然度の高い植生が生育する地域には生物現存量、生産

量の比較的多い多層社会か、あるいはきびしい自然環境に対応した持続的な単

層社会がみられる（自然度の項参照）。

　大島半島大飯町地区では自然度の高い植生としてヤブコウジースダジイ群集，

イノデータブノキ群集などの高木多層群落やマサキートベラ群集，ワカサハマ

ギクーミツバイワガサ群落，チガや一価マゴウ群集，ハマエノコローハマツメ

クサ群集，扇網ヤブマオーハマウド群集など海岸風衝地、砂丘などきびしい自

然環境に生育する単層群落が存在する。これらの自然植生は、まず第一に保全

の対象とされなければならない。

　またリョウブースダジイ群落をはじめクマワラビーケヤキ群落，ウリカエデー

コナラ群落，ヤマウルシーアカマツ群落，スギ・ヒノキ植林，ベニバナボロギ

クーダンドボロギク群集など比較的自然度の低い二次林，低木群落，人エ造林，

草本植物群落はそれぞれ現在の環境に調和し、文化景観の主要な要素として重

要な役割をはたしている。したがって計画される土地利用に際しては、可能な

限り現存植生を保全し、より豊かな緑化のための資源として積極的に活用する

ことが望まれる。
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　　　（2）環境保全林創造への指針

　土地利用、開発にともなう最少限の環境破壊、たとえば土地造成、土壌の削

除、植生の破壊、撹乱に対してすみやかに可能な1恨り環境復元のための生態学

的方策が必要である。ここでは、原子力発電所建設に際して生じる造成裸地

（土壌の削除されたのり面、盛土地、埋立地など）に対する「緑の環境」の回

復、育成のための指針が示された。

　　a．現存植生図および自然度図の利用

　　「緑の環境」回復の第一歩として植生復元は、豊かな自然環境を指標する

　自然度の高い森林植生を臣標とすべきである。また復元すべき自然植生は、

　その土地固有の気候風土に合致した郷土種、森林植生でなければならない。

　しかし現実には植生を復元すべき立地は破壊され、そこには遷移的にきわめ

　て低次元の植生が存在するだけである。このため復元すべき植生の形態、本

　質的内容を把握するために、まず周辺地域の現存の植生調査をおこない、し

　かる後に植生単位の決定および区分そして植生図化が試みられる。

　　現存植生図に表わされたすべての植生は、自然度による質的評価がおこな

　われた自然度図に示される。この自然度図に基づいて、調査地域の自然環境

　（立地）が潜在的に保持しうる本来の自然植生を明らかにすることができる。

　　b．潜在自然植生図の利爾

　　広域的な現存植生の植生調査、自然度の判定の結果導びき出された、本来

　その土地が潜在的に保持しうる潜在自然植生を地図上に表わした潜在自然植

　生図は、緑化計画、植栽立地図作成のための基礎図となる。すなわち潜在自

　然植生図によって区分された植生域に慰じた、創造すべき植生のタイプと植

　物の種類の適確な選択、育成のための適切な手段を講じることが可能となる。
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　潜在自然植生は残存している分類、区分された現存植生と自然環境との対

応関係から理論的に推定される（TUxen　1956）。このため、大縮尺の地形

図上に表現される潜在自然植生図では、本来の自然植生と多少内容の異なる

理論的植生型が表現される。たとえば、土地的環境が破壊された造成地では

潜在自然植生として、その立地本来の森林植生をそこに成立させることはで

きないが、土地的環境が十分な状態にあると仮定した場合、その土地は終局

群落である森林植生を十分ささえうると理解される。

　地域に対する土地葉面、あるいは緑化復元計画のための立地図の作成に際

して、潜在自然植生図は具体的かつ有効な基礎図となる。

2，環境保全林形成のための指針　Anweisung　zur　Anlage

　　大飯原子力発電所構内およびその周辺地域において、人為的に形成された裸

　地や荒地はもとより、発電所の諸施設周辺における豊かな緑の環境育成の基礎

　　となる多層な森林群落を中心とした環境保全林の形成が望まれる。

　　　　（1）植物生態学に基づく環境保全林の創造

　　　a．森林構造の利用

　　　環境保全林はその土地固有の気候盛土に合致した植物で構成された多層社

　　会の森林植生の形成を目ざしている。

　　　一般に自然の中の森林植生は高木だけで形成されているわけでなく、高木

　　層，亜高木層，低木層，草本層からなる多層社会構造となっている。また森

　　林の回りには、林縁をふちどっているマント群落（Mantergesellschaft）

　　やソデ群落（Saumgesellschaft）が発達している。　　一

　　　高木樹種を主体とした森林に対してマント群落は、好陽地生の低木類やツ
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ル植物などによって構成された群落である。さらにマント群落の縁には好陽

生の草本植物からなるソデ群落が位置している。これらのマント群落やソデ

群落あるいは多層構造は森林内に強い直射日光や風の吹き込みなど外的自然

環境から森林を保護するほか、森林内の気候を一定に保ち、結果的に森林蜜

体の保護く保全といった機能的役割をはたしている。したがって環境保全林

の形成に際しては、多層な森林構造と、回縁にマント群落，ソデ群落ができ

るように植栽することが望ましい（Tab．48）。

　b。植物社会の利用

　植物社会はそれを構成している種間あるいは種内の生存競争，共存，我慢

といった秩序規制の上に成り立っている。このような植物社会の秩序規制を

利用した環境保全林の形成は生態学的観点からも望ましい。

　一般に森林は高木層，亜高木層，低：三層，草本層からなる多層社会を形成

している。また森林の周辺にはマント群落やソデ群落をともなっている。こ

のような自然の森林の群落構成は、長い生物学的時間すなわち植生遷移の中

で競争，共存，我慢といった社会秩序をへてきた結果成立した終局相である。

環境保全林の形成をこの終局群落である森林植生を目標とする以上、植生遷

移を先取りし、植物社会の秩序規制を利用した植栽方法が期待される。すな

わち植栽時に森林の周辺部になるところには低木となる樹種を、森林の中心

部となるところには高木となるその土地本来の樹種を主体に密植すればよい。

　土地がその立地に対応した潜在自然植生を成立させるのに十分な状態であ

れば、普通は長い時間を必要とする遷移の段階を二次遷移の高次の次元から

出発させることになり10～20年での森林復元が可能となる。また苗木の密植

は、自然淘汰といった植物社会がもっている自律作用を活用し、人為的管理
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を行うことなしに、その土地本来の森林形成を可能にする。また密植は風や

乾燥など苗木を外的自然環境から保護し、植栽地の生育環境を安定させる役

割をはたしている。

このような植栽方法によれば、植栽後2～3年で人為的管理の必要はなくな

り、後は植物社会の秩序規制にまかせるといった科学的かつ合理的な環境保

全林の形成が可能となる。

　　　（2）基本的植栽方法

　環境保全林形成のための植栽法には成木植栽法とポット苗などによる苗木植

栽法があげられる。成木植栽法は限られた狭い面積内への植栽には有効であり、

とくに都市部などで短期間内に一定以上の緑地形成の必要がある場合におこな

われる。一方苗木植栽法は都市郊外の広域的、大面積の緑地帯などの植栽方法

として有効である。ところで成木植栽法では成木を移植植栽するため、植栽木

の樹勢の衰え，活着，長期間の育成管理など多くの難点がある。また苗木植栽

法では植栽初期1～2年の間は管理、育成を必要とし、外観的な見劣りがある

ものの、3年目以後ではほとんど人為的管理、育成を必要とせず、植栽樹の生

長、緑地効果の増大など多くの面で有利となる。このため最近では苗木植栽法

が各地でさかんにおこなわれるようになっている。

　生態学的手法に基づく苗木植栽法では将来高木層を形成する潜在自然植生の

構成種の苗木（ポット苗など）を可能なだけ密植するように緑地形成予定地域

に植栽する。若い苗木は初期の期間はやはり弱体であることから、土壌表面の

水分の蒸散防止，雑草の侵入，繁茂の防止の意味から敷ワラによるマルチング

をおこなうことが望まれる。敷ワラは後日分解して苗木の肥料となる。苗木の
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種類は各潜在自然植生構成種の中からできるだけ多数の種類を混植することが

望ましい。

　より詳細な環境保全林形成のための技術的手法については土木工学大系編集

委員会（編）の「自然環境論（猛）、植生と開発保金」　（1982）を参照された

い。

　　　（3）植栽立：地作り

　環境保金林の形成には環境保全林を支えるべき土壌が適切であることが前提

条件である。とくに大飯原子力発電所構内においては基岩または土壌母材の露

出地、あるいは砂礫の搬入された造成地などでは高木林の多層群落を維持する

だけの土壌的潜在能力を欠如している場合が多い（潜在自然植生図の項参照）。

　したがって潜在自然植生に対応した環境保全林の形成の第一歩として、この

ような場所では有機質土壌である表層土の還元が必要である。また水はけなど

植栽地の改良など技術的な問題解決法として盛り土によるマウンドの構築を行

ない、その上に表層土の還元を施すのが効果的である。マウンド形成は小さな

場所での平坦な植栽地の緑化面積の拡張を可能にする。またより比高の高いマ

ウンドはポット苗植栽法において、環境効果、風致の面でかなり有効な手法で

ある。

　　　（4）潜在自然植生に基づく植栽樹種の選定

　自然状態における植生は、その土地の気候、土壌などの自然環境に対して生

育、発達している。環境保全林の創造、育成に際しては、この多様な自然環境

に対応した植生型から選定される。したがって植栽樹種はその土地にあった潜
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在自然植生およびその構成種群の中から選択されねばならない。その土地の潜

在自然植生にあった環境保全林の形成は、郷土の森の復元，豊かな緑の環境づ

くりの基盤となる。

　ここでは大島半島大飯町地区の潜在自然植生図に表わされたヤブコウジース

ダジイ群集域，イノデータブノキ群集域，ヒメアオキーウラジロガシ群集域，

ダイセンスゲーイヌシデ群落およびチャボガヤーケヤキ群集域，マサキートベ

ラ群集およびワカサハマギクーミツバイワガサ群落域の緑化適性植物の一覧表

が示された（Tab。49～53）。
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Tab．48．林縁植栽適性植物一覧表

　　　　　　　　　Ubersic難tstabe1夏e　der geeigneten　Arもe籍f荘r　Mantel　uad　Saum

マント群落を構成する種

⑧セサキ

⑧トベラ

⑧シヤリンバイ

⑧ピサカキ

㊧ネズミモチ

⑳アオキ

⑳サザンカ

⑧シャシャンボ

㊧アセビ

㊧ヤブツノくキ

⑫ジンチョウゲ

⑧チャノキ

⑳シキミ

Aマルバグミ

ソデ群落を構成する種

⑱キチジョウソウ

㊧ナキリスゲ

⑳ニシノホンモンジスゲ

⑳ジャノヒゲ

⑭ナガバジャノヒゲ

⑳シュンラン

⑧オモト

㊥ツワブキ

⑳ベニシダ

㊨イノデ

⑭ヤブラン

働ヤマイタチシダ

麟オニヤブソテツ

麟シヤガ

幽テイカカズラ

Aキヅタ

《サネカズラ

ムフユイチゴ

Mantel

砂0矧甥廊3　ノθ〆）0η2α43

唐”03ρ07駕甥　　’0δ”α

勲α1）加01毎）ゴ3　Z4甥∂6〃σ’0

砂角yo　フ（Zρ0πZOα

ゐ彦9π3’7Z4〃Z　フσρ072ZO％魏

〆1％0駕∂0　プαカ0？2ゴ0θ

C伽θ〃毎303碑ρ襯

y∂66ゴ勾ゴ％刃2　かれ7‘’60’4瑠

P砂ゴ3プの傭6α

ω魏θ〃ガα　ブσρ0痂‘α

加ρんη6　0407η

勉θζz　εガηθ㌶3ゴ3

．τ11ゴ認冨俄〆θ〃82’0εκ窺

βαθα8ππε　勉α070〆〉乃夕〃α

Saum

飽ゴ72θ6々θα　oα7πθα

ω7θκ　　19πガα

Cσプ6劣　3’θη03♂α6ぬ夕3

α）ぬゴ0ヵogOπ　ブαヵ0”ぎα43

0ゆんガ0カogOη　0んω毎

（ン甥δガ4ガ％甥　　90〔～7ゴ729ガゴ

勲ぬ4θσ　ブζゆ0η∫0σ

侮吻9ゴ醐ノ砂傭o郡甥

Dηoヵ’θ7ガε　θ2ッ”32’0ε07θ

ル4y3’ぎ0々影甥　　ρ0！夕∂！θカん07御規

〃プ疹0カθ　ρ〆（Z∫ツメ）海ツ〃α

ρワoμρ7誌　腕ε3θガ碑o

（ン7ガ0剛露η2　ル！0θ’Z4魏

∫擁3　ブαク0死ゴ0ζZ

分α6鰯03カθ吻π解傭磁0μ駕var．癬θ7耀4ゴ襯

歯4（ヲ7α　　7ん0規690

勲43％7α　ノσ♪0窺60

勲4∂z43　∂z4θ㎎〃’ゴ

○ツクバネウツギ

○イボタノキ

○コマユミ

○マユミ

○サンショウ

○キブシ

○ウツギ

○ムラサキシキブ

0カマツカ

○ヤマツツジ

○コバノミツバツツジ

○サイコクミッバッッジ

○コバノガマズミ

○ヤブデマリ

○トキワイカリソウ

○アキギリ

○コウヤボウキ

○イナカギク

○アキノキリンソウ

○ヤマジノホトトギス

○ドクダミ

○アカソ

○ミズヒキ

○ホウチャクソウ

○アマドコロ

○ナルコユリ

○オオバギボウシ

○オオバノイノモトソウ

○イヌワラビ

ムアケビ

ムミツバアケビ

ムツルリンドウ

㊧　常緑植物　茎mmergr伽e ○夏緑植物　Sommergr伽e　Arもen 《常緑ツル植物Lianen

∠4ウ6／ゴ0　5カo！ん％如’o

〃蜜祝ε’7π脚　　0醒π3痴1伽甥

趣0η翅μεα〆0伽3var．αμθ彫3

砂ω2夕η2％3　3匿6∂014ガαη駕3

乃π≠々0κ夕1κη2　ρψθ7露π沸

3彪0んツ％7麗ε　カ70θ60」じ

膨％オ窺甲ζz　67θηα’σ

α〃ゴ0（72ψα　メ0カ0卿66r

R）魏加α詔加〃03αvar、10θ加3

勲040ζゴθη470η　々θ6η2漉万

勲Oolo　4θη470π　　7θ々0銘♂α’％甥

勲04046η470π　％π4ゆθ3

レ7ゴ∂錫7πε4甥　　θ70εZ〃η

助衡7η酬μ加オ翻var．’0吻襯0ε媚

理）勿2θ4ぎ忽甥　　3θ魏〆）θ7麗7’θη3

翻加α　9♂（z∂7召306ηε

琵7’ツ6z　56αη6θη3

湾3’θ7α96癬0漉3var．3θηzゴ粥ρ／磁0劒1∫ε

枷蜘90瞬9α叩鷹α　var。αε磁加

7万ρツπガ3　ζη％勉3

加窃〃祝ツη滅　　60γ4（7ガθ

β0θん勉6η’α　’7ガ6％εメ｝ゴ3

R｝砂90ηπ魏　万1猛）7甥6

α’ε≠》0γZ4魏　　36ε3〃θ

劫砂90鰯％甥040履襯var．蜘γ認07襯

ル砂90ησ∫㍑溺　表2Joαオ御η

疎）εガα　　窺0η’（Zηα

勲67ゴε　　6紹面oσ

／1’んy7ゼ％辮　　ηゆ0痂0御吻

／1々θ∂ガσ　9痂ηζz’ζz

〆1々66毎　　’7〃わ」ガα’σ

7γ君ρ’θ703カθ襯％η2　フαカ0πZ6錫甥

△夏緑ツル植物％nken
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7ab．49．ヤブコウジースダジイ群藥域植栽適性植物一覧蓑

　　　　　　　　Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arte琵　fUr　des Ardisio－Casもa鍛opsietu磁　siebold　li－Gebiet

高木膠を形成する種

⑳スダジイ

⑱タブノキ

⑳ウラジロガシ

⑭シラカシ

⑭アラカシ

低木鷹を形成する種

醗ヤブツバキ

⑳ヤブニッケイ

翻シロダモ

⑧サカキ

⑳ピサカキ

⑧アオキ

⑧ヒメアオキ

⑳アセビ

㊨ソヨゴ

草本腰を形成する種

⑫ヤブラン

⑲ジャノヒゲ

㊨ナガバジャノヒゲ

⑭ツルアリドウシ

麟ヤブコウジ

醗シュンラン

翻ホソバカナワラビ

⑳予熱カナワラビ

Ballmarten

Oα吻π0カεゴ36πゆ40如var．εゼθ∂01伽

盈73θσ　魏観¢∂6響短

卿970πε　3σ♂ゴ6伽σ

Qκθπ㍑3　魏ツ73勿σ⑳1毎

Qκθ7’oπ3　91α麗6α

Str芭ucher

Cα剛θ〃ゴα　知力0窺0α

C勿πσ辮。辮％勉　メσρo勉。μ窺

八砂oJ露εθα　567ゴ09α

Cむツθ㎎　グαカ0窺6σ

勘ηζZ　フαρ0η露0σ

14粥％∂σ　カカ0吻0α

忽0％∂αブの0短0αvar．∂0脚1ガ3

海θ7ガ3　プαρ0窺0α

Z1θ劣　ρθ伽0％103α

1（r≧£uむer

Zゴ万0ρθ　1）♂α砂ρんツ〃α

α）腕0ρogO鴛　ゴσヵ0加0μ5

α〉加。カogoη　oんω魔

M露。ぬθ〃。　麗π4麗1α’σ

窟4ガ3ガα　グσρo鋭。α

o　魏∂ゴ4諭瑠　go67勿9露

ノ隻γα0ん㌶204θ3　ζZ7ゴ3≠σ∫0

∠レα0んπゴ0463　3ガ甥ρ1ゴ6ゴ0γ　var．　甥αブ0〆

㊨アカガシ

⑳ヤマモモ

⑧モチノキ

⑧ヒメユズリハ

＋モミ

醗シキミ

⑧ネズミモチ

㈱ツルシキミ

⑭イヌツゲ

⑳アリドオシ

㊧カナメモチ

⑭シヤシヤンボ

＠ナワシログミ

＋イヌマキ

⑭ヤマイタチシダ

鯵ベニシダ

《テイカカズラ

ゑサネカズラ

ムイタビカズラ

ムムベ

《キヅタ

○トキワイカりソウ

Q膨θπ％3　σo漉α

ル1夕万αz　7％δη

〃θκ　ゴ％≠097θ

加ρんηゆ海y〃μ魏　　’θゴグ3初。ηηゴぎ

凶加θ∫　万7甥σ

Z1〃厩撚7θ〃82’08％甥

露π3〃κ初　ブσρ0吻6μ〃Z

δ碗甥ηzゴα　グαカ。痂αZ　var．　魏’θ7籾θ4彪　　f．　7のθ箆ε

∫」θκ　　oプθ鰯α

加甥7206σ？2ずんz43　伽ζ露oz43

盈0’ゴ痂σ　91σ∂7σ

yζz60切ガz4η2　∂7α6’θζz’％卿

Eどαθσ9照％3　メ》％η9θπε

掬406αη）π3　駕α0γ0メ〉ん夕〃麗3

1ンフ0μ6万3　防336’如ηα

Or）ノOjり’9勉3　θ7酌7’030勉

貧α0んθ103θ辮κ甥α面’蜘溺var．傭θ槻θ4伽初

漁43％勉　ブσカ0窺6α

飛’0κε　ηψρ0ゆ0σ

5惚麗π’0窺α　んθ忽σカんツ〃σ

抽4θ70　〃20η26θα

砂ゴ魏θ4露甥　　εθ魏力θ7抄〃θη3

十常緑針葉樹　Immergr甑es　Nadelholz



Tab．50．　イノヂータブノキ群藥域植栽適性植物一覧裏

　　　　　　　　Ubersichもstabei董e　der　geeig簸eten　Arもen　far　das Po圭ysむicho－Perseeもum　thunberg重　i－Gebiet

高木層を形成する種

⑳タブノキ

⑭スダジイ

劔シラカシ

㈱モチノキ

㈱ヤマモモ

低木属を形成する種

醗シロダモ

⑭ヤブニッケイ

⑭ヤブツノ園キ

⑭アオキ

⑳チャノキ

醗ネズミモチ

草本騒を形成する種

醗キチジョウソウ

翻ヤブラン

幽ジャノヒゲ

劔ナガバジャノヒゲ

囎ヤブコウジ

⑭オモト

⑳ツワブキ

騰イノデ

㈱オニヤブソテツ

Baumarten

　　　　拷73θσ　≠海％π∂〃9蕗

　　　　ω吻％0卸30霧ゆゴα如var．3励01伽

　　　　Q膨ゴπ％3　魏ツ73勿σ⑳1ゴ。

　　　　〃θκ　∫館’θ8アα

　　　　ルか7ガ6θ　7％∂プα

Sもraucher

　　　　惚0♂露ε6α　　3θ7ゴ6θα

　　　　C沸刃α甥。溺解甥　グ｛ψo瑠。μ甥

　　　　磁解6〃勿　力ρ0痂6α

　　　　ノ膨0麗∂（Z　ノ（ψ0痂6σ

　　　　7海9α　　εどηθκεガ3

　　　　が9解3≠η‘辮　ブαカ0窺6μ甥

　　　　K酸uter

　　　　勲卯266々6（z　6σ7邦αz

　　　　〃’7ゴ0ρ6　ρ♂α∫ツρん夕〃α

　　　　0力勉。かogoπ　ブαカ。痂6με

　　　　0メ）勉。クogoη　oんω露

　　　　〆1毎ゴ3短　ブα」ウ0痂0α

　　　　凹地4θα　ブαρ072ガ6σ

　　　　勲吻9伽辮　メσカ0窺6齢π

　　　　刃り4y3々6ん銘甥　　ρ0～夕∂ノθρんα7％初

　　　　（ンπ0甥ゴZ切2　ノ々～0認麗甥

⑳ヒメユズリハ

○ケヤキ

○エノキ

○ムクノキ

○ミズキ

囎サカキ

鋤ピサカキ

⑳ヤツデ

働マサキ

働トベラ

＋イヌマキ

働ベニシダ

⑭クマワラビ

魎イタチシダ

愈サネカズラ

盒テイカカズラ

《キヅタ

血ムベ

盒イタビカズラ

盒フユイチゴ

加力海ηゆぬツ〃％辮　　≠θゴブε7ηση腕

多1々00α　5θプηZ’σ

ω擁33漉襯5var。グの。π融

／抄ぬω2α胃’ん6　（z5カ6彫

（わ7ηZ4ε　6072’70ρ67εζZ

αのヌθη　ゴ（ψ0勉0σ

盈7ツα　ブαカ0勿0α

勲’ε如　ブσカ0窺0σ

砂0η夕仰2μ5　フαρ0％20％ε

乃’紺0ερ07π駕　　≠0∂”α

∫り400ση）Z‘3　魏θ6プ0ρ乃ツ〃π3

1γッ0ρ’θ露3　θη’ぬ70ε07〔Z

Oη0カ≠θ7ガε　♂σ0θ昭

∠）弓｝0カ’θ7ゴ5　∂ゴ33認勿ηα

ゆ43％7α　グθ〆＞0窺0α

7γσ0ん6〆0ερ67呪％魏　　σ3ゴαガゴ0％駕　　var．　勿’6プ溜θ4ゴ％駕

飽6｛97σ　　7々0甥∂6α

5》α卿露0勿α　んθ露σρぬツ〃α

飛0％3　π2ρカ0η200

勲∂麗ε　δ％6㎎θ％

bO
o
ゆ
1



Tab。51。　ヒメアオキーウラジ日ガシ群集域植栽適性植物一覧表

　　　　　　　　サ　る
　　　　　　　　Ubersichもstabelle　der　geeig鵬もe難　Arte鍛　f慧r　das Aucubo－Quercetum印salicinae－Gebiet

高木騒を形成する種

⑧ウラジロガシ

⑧スダジイ

⑧タブノキ

⑧シラカシ

低木屡を形成する種

⑱ヒメアオキ

㈱アオキ

⑧サカキ

㊨ピサカキ

⑧ヤブツバキ

⑳シロダモ

草本層を形成する種

⑧ヤブラン

⑧ジャノヒゲ

⑳ナガバジャノヒゲ

●ヤブコウジ

⑧シュンラン

　　　　　　　　　リ⑳ツルアりドウシ

⑭ヒメカンスゲ

⑳ベニシダ

⑧オニカナワラビ

Baumarもe熟

Q膨θ2ro麗3　3σ1ゴ。勿σ

Cσ3’απ0カ3多’5　0％5カゴ4σ’σ

拷73θσ　’ぬ％π∂θ㎎露

Q㍑θプ。π3　甥夕73勿α欲〃ゴ（z

Str琶ucher

勲6⑳0メの伽加var．

ノ批0％60　ブσカ0πゴ0α

C〆8ツθγ0　プαρ0η20α

伽ησ　フ0メ）0η多0σ

ω甥θ〃ゴσ　プ0カ0勉00

抽01露εθσ　3θ万6θσ

Kr琶uter

がプゴ0ρθ　ρ如’ツρ々夕〃α

0ゆ13ガoρogoη　ブα1）o勿。π3

0ヵぬゴ0ρogOη　0乃ω露

湾γζあεゴ（Z　グ｛21）0痂6σ

（ン甥配4ゴ％甥　90θγ勿9露

Mπζアんθ〃σ　πη4μ’σ’α

Cζz7θκ　oo㌶ゴoo

∠》ッ0ρ’67露　〔％ッ’乃〆03076

〆隻2rα0ん短04θε　舘魏力！ゴ0ゴ07

var．　3∫θ∂014ゴゴ

δ02「8σ1ゴε

var。　辮σソ07

⑧アラカシ

⑳アカガシ

⑳ツクバネガシ

＋モミ

⑳ヤブニッケイ

㊧ソヨゴ

⑳シキミ

⑬アセビ

＋チャボガや

十ハイイヌガヤ

⑧ヤマイタチシダ

⑧クマワラビ

⑧シシガシラ

⑧ヤブソテツ

　　トキワイカリソウ

Aキヅタ

ムサネカズラ

ムテイカカズラ

Qπθκ％3　91απoα

Q膨θzo％ε　αα4≠σ

Q％θ駕0麗ε　3θε3〃ガb1毎

〆1δゴθ3　ノ葦’プ甥θ

C勿ηση20甥π勉　ブσか0吻0μ駕

∫Zθ劣ρ詔％駕認03σ

11〃0露俄7θ〃9ゴ03μ甥

β’θ7ぎε　メσか0痂6σ

乃7プ6ツα紹。漉ηvar．γo砒ση3

α帥σ10’α矧ε勿77勿9’0ηガαvar．η碗α

∠γyoρ♂θ7ゴ3　6ガ3ε6舘αηα

Zンツ0力彰7ガε　1α0θ70

3〃暗面0ρ’θ7ガε　ηゆ0勉αZ

（ン7げ0個日Z4甥　ノわ7’μπ窃

砂勿2θ4ガ％吻　　3θ飛力67加γ6η3

飽4θプα　7乃0甥δ60

漁（ガ3κ飢α　グσρ0窺6θ

物。加ノ03ρ6一州。εガ露6徽▽ar．痂167耀4伽〃2

E
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o
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Tab．52．チャボガヤーケヤキ群集域植栽適性植物一覧表

　　　　　　　　　の　　　　　　　Ubersichtsもabelle　der　geeig獄eten　Arten　f罎r　das Tor彰eyoradicanもis一・Zelkoveもumserra：tae－Gebiet

高木層を形成する種

○ケヤキ

○イヌシデ

○ケンポナシ

○ミズキ

低木層を形成する種

⑧ヒメアオキ

⑧シロダモ

⑫ヤブニッケイ

⑧ヤブツバキ

＋チャボガヤ

＋ハイイヌガヤ

○ヤブデマリ

○バイカウツギ

○ダンコウバイ

○ウリノキ

○ヤマウコギ

草本繕を形成する種

◎オクノカンスゲ

④ニシノホンモンジスゲ

⑳クマワラビ

○トキワイカリソウ

○アキギリ

○スミレサイシン

○シ『ヨメナ

○ホウチャクソウ

Ba職marもe難

2舅々0かζZ　5θ77α’α

Cゆη）伽％3　’εo乃。π03勉が

抽θ6πゴα　4ε410ゴ3

Co7π諺43　00ηげηoθ73σ

Sもr註ucher

μ0⑳αメの0η加var．δ0磁1ゴ3

飽01露3θα　3θη’0θ0

ω勿ησ勉0魏％窺　」σρ0勉0π解

CO籾θ〃ゴσ　ゴαρω2ゴ00

7わ吻ツα纐。漉彫var．昭砒のz3

C6ρんα10’σズ麗ε　ぬα77珈9≠o鋭α　var。　匁σπo

yゴ伽γ鵜甥躍0α’魏var．’0膨曜03襯

議〃04θ々）海麗3　3σ’3麗瀞2ゴ

∠多’η4〃η　　0∂≠4甜’！0∂0

凶伽9ゴ襯μo如π蜘〃襯var．魏♂o∂㈱

窟αη’乃0ρθnσκ　5力痂03με

Krauむer

Cα76劣　ノb！ゴ。εゴ∬ゴη2α

Cθ70κ　ε’62203’ζZ6んツ3

Drフ0ρ6万3　！α66η

砂ゴ甥θ46％勉　　36毛繕θ7加7θπε

＆z！加α　9如δ7珍εoθηε

yゴ01｛Z　かα9勿σ∫σ

窟’6プσ9θ雇0ゴ4θ3var．加7α9£．1％0α勿肱3

DゴSメ＞07μ勉　　SθSSぎ1θ

○クマノミズキ

○ヤマモミジ

○イタヤカエデ

○オニイタヤ

○マユミ

○コマユミ

○ツりバナ

○ハナイカダ

○シラキ

○ヤマグワ

○ミヤマイボタ

○タンナサワフタギ

○ゴマキ

○サンショウ

○ヤマアジサイ

○ヤマジノホトトギス

○ミヤマカタバミ

○クルマムグラ

○ジュウモンジシダ

○サカゲイノデ

▲キヅタ

《ミヤマフユイチゴ

ムイワガラミ

（b7π％ε　わ700ぬ夕ρ04σ

虚07ρσ伽σ’獺var．甥σげ3π蝦μ7α6

バρθプ　窺0π0

んθ7㎜即var・σ吻ぎ9癩御

Eπ0ηy魏％3　εゴθ∂014ゴαη麗ε

Eπ0π夕昌昌3σ1α如3var．の’θ7με

E鞠0η夕甥κ3　0κツρんツ〃％3

盈」ω勿9ゴα　ゴαρ072ゴ00

30ψゴ％卿　グσρ勉6％彿

MoプZ4ε　∂0甥δ夕023

Zβ昌Xε43’7卿？2　’30ん0π03ん露

3ッη2〃1000ε　00プθα犯σ

γガ6ε47？2Z4魏　　εゴθ∂0♂4ガゴ

勿π’ん0劣ツ1％甥　　力ゆθ〆露麗甥

砂〃σ箆9θσ甥α070ρ勿〃αvar。σo㈱吻’α

7擁6ツ7あ5　α1加痂3

0κ01ゴ3　97塀’オん露

0α」ゴ㍑η2　グα1＞0勉6κ〃2

掬砂3々0んπ甥　　か「ゆ’θ70π

ル～夕3〃0ん麗魏　　7θ’70ε0カα1θα（コθ％口

碑ζむη　　〆ぬ0η2∂θα

勲4∂μ3　13α々0”θ225Z’3

εむ痂90ρ海γα9瀧α　海ツ（∫γα？29θ0ゴ4θS
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Tab．53．マサキートベラ群簗域植栽適性植物一覧表

　　　　　　　　Ubers重chtstabei玉e　der　geeigneten　Arもen　f道r　das Euonymo－Pittosporetumtob重rae－Gebieも

低木属を形成する種

◎トベラ

⑳マサキ

●タブノキ

Oヒメユズリハ

⑳モチノキ

㊤ヤブツバキ

②ピサカキ

草本層を形成する種

◎ツワブキ

⑧ヤブラン

。ヤブコウジ

Str苔ucher

π！’0角ウ0プε4甥　　’0δ”0

働0πツ甥％3　メσρ0短0麗3

ル欝θα　’んππ∂θ㎎毒

加ρぬπψんy〃π甥　　≠6ゴグ3η2σ7膨露

11θκ　助≠θ97σ

ω駕θ〃毎　ゴαρ0鯵ゴ0σ

島2ツσ　グαカ。鋭。σ

Krauもer

∫～z吻9づ襯グ砂。吻。魏

Z〃ガ0クθ　ρ♂σ’ツρぬ夕〃σ

ル4ゴ3ゴα　グ｛7カ0勿αZ

⑧ヤブニッケイ

⑧マルバグミ

⑳アオキ

＋クロマツ

○ミツバイワガサ

○ツクバネウツギ

○テりハノイバラ

⑳オニヤブソテツ

▲キヅタ

○ワカサハマギク
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摘 要

　福井県大島半島を中心とする半径30kmの範囲の地域について、1982年7月～1983

年2月までに植物社会学的植生調査、植生図化そして土壌調査がおこなわれた。そ

の結果221ケ所の植生調査資料と11ケ所の土壌調査資料が得られた。これらの植生

調査資料は本調査地域に関係する1972年以降の既発表資料と比較検討され、さらに

新たな観点から植物社会学的組成表作成がおこなわれた。その結果本調査地域の現

存植生は、自然植生および代償植生など33群集、22群落、2植林、1竹林にまとめ

られた。

　若狭湾沿岸地域では、海岸線から海抜300～400mの範囲はヤブツバキクラス域、

それ以高はブナクラス域の二つの植生帯がみられた。

　島纏、半島など若狭湾沿岸低地は潜在自然植生としてヤブコウジースダジイ群集、

イノデータブノキ群集、ヒメアオキーウラジロガシ群集など欝本海要素の植物を多

数伴なった常緑広葉樹林の発達する地域であるが、現在では、社寺林、屡敷林とし

てわずかに残されているにすぎない。しかし三方五湖などヤブツバキクラス域の植

生の大部分は古くからの人為的干渉によって成立したウリカエデーコナラ群落、ヤ

マウルシーアカマツ群落、ネザサーススキ群集、スギ、ヒノキ植林、モウソウチク

林、水鐙、畑地雑草などの代償植生におきかおえれている。自然環境のきびしい半

島部の海岸、河川、池沼の水際には小面積ではあるが比較的多くの自然植生が残さ

れている。

　本調査地域の海抜400m以上の山地帯は潜在自然植生として日本海側に広く発達す

るヒメアオキーブナ群集、チャボガヤーケヤキ群集、ジュウモンジシダーサワグル

ミ群集など夏緑広葉樹林の発達する地域であるが、ヤブッバキクラスにおけると同

様、山地の大部分はタリーミズナラ群集、スギ、ヒノキ植林、伐採跡地群落として

のべニバナボロギクーダンドボロギク群集、ナガバモミジイチゴークマイチゴ群落
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などの代償植生によって占められている。しかし京都府北桑田郡美山町の京大芦生

演習林、福井県の青葉山、久須夜ケ岳や滋賀県との県境に位置する野坂山地には比

較的まとまったブナを主とする自然植生が残されている。

　以上の多様な植物群落の分布およびその広がりは、植生単位を基礎にした植生図

作成指針により、’ e種植生図に描かれた。植生図作成指針には本調査で記載された

植生単位のほか既発表資料および現地踏査で確認された3群集、5群落、1植林、

2誌面が加えられた。

　現存植生図は若狭湾沿岸地域30kmの範囲について縮尺1：50000の地形図上に

現存植生の異体的な配分が描かれた（Karte　1）。さらに関西電力㈱大飯原子力

発電所のある大島半島大飯町地区については縮尺1：10000の地形図上により詳細

な現存植生図、自然出歯、潜在自然植生図（Karte　丑，顯，W）が描かれた。

　若狭湾沿岸地域に分布、生育する貴重植物および学術的に重要な植生の位置とそ

の内容が明らかにされた（Fig．48，Tab．46）。

　大島半島大飯町地区では各種植生ごとに11ケ所の地点で土壌調査がおこなわれ、

土壌断面、土性などが明らかにされた。（Flg．52．74，Tab．47）

　以上の現地における若狭湾沿岸地域の広域的な植生調査の結果と各縮尺の現存植

生図、自然度図、潜在自然植生図を基礎に、大島半島大飯町地区にある大飯原子力

発電所周辺の環境保全に関する生態学的な考案と環境保全林形成のための異体的な

提案が植栽適性樹種一覧表（Tab．44～49）と共に示された。

　本調査地域の植物群落と、その群落体系は以下のようにまとめられた。
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Zusammenfassung

　　　　　Von　コuli　l982　bis　Februar　1983　w“rde　e三ne　vegetat三〇ns－

kundllche　Untersuchungしlber（ile　Vegetation（ies　Halbinsel　Oshima　und
ihrer　Umgebung　（etwa　30km　三m　Umkre三s）　durchgefuhrt．　1）azu

geh6rten　pflanzensoziolog三schen　AufRa鼓men，　KartieruRg　der
Vegeねt三〇n　a嫉f　Grund　der　ausgeschiedeRen　Vegetatio鳥se1Rheiten

sowie　Un宝ers嫉chungen　der　Bodenproflle．　D三e　Uber　200　neu
gewomene轟Auf貸ahmen　wurde合mit　den　noch　zahlreicheren　a貸dere登
Aufnahmen，　d圭e　wir　seit王972　im　Gelande　erhoben　hatten，　tabe1玉arisch

verglichen．　Damit　k6nnen　als　reale　Vegetation　a轟Rat嚢rlic卜en　sowie

deren　巳rsatzgesellschaften　33　Assoziatlone～　22　GesenschafteR，2
Forsten　sow三e　dn　Bamb疑s　Bestand　aufgestellt　worden．

　　　　　Das漁stengebie℃an　der　Wakasa－B“cht　geh6rt　vom　Meeres－

strandbisin300－400mU．NNzumCamellletea　laponic
ae－Geblet，dieh6hαeStufezumFagetea　cre肴atae－
Gd）圭et．　Die　potentielle轟at軽diche　Vegetation（ler　Inse三n，　Ha三b玉nse玉魏

und　an（leren　Tieflagen三nderWakasa－BuchtsindArdisio一・Casta

nopsietum　sieboldii，P◎1ys童icho－Perseetum
thunbergii，Aucubo－Querce㌻umsa員cinaeund
a轟dere　玉mmergr伽e　La“bwalder，　die　florist三sch　reich　sind，　well
Elementen　aus　demコapan－Meer－Bere至ch　eingestreut　s玉nd・、Heute　sind

ledoch　solche　standortsgemaBe島　Bestande　mit　immergr甑en
Laubwaldem　nur　sparlich　a三s　Tempe1－　u轟d　Schrei貸一Walder　oder
Hofwalder　erhalten　geblieben．　Auch　an　den　Ufem　von　Seen　und
Te隻chen，　wie　Mikata－goko，　an　dea　KUsten　der　Halbinsdn　und　entlaRg

der　FIUsse　s玉Rd　2；war　nur　K1eine，　aber　doch　verha呈tnlsmaβig　v三e呈e

陥Chenerhaiten　geblieben．

　　　　　Dierea呈eVegetationimCamellietea　laponicae－
Gebiet　besteht　wegen　　der　langen　　menschlichen　EiRgriffe
versc撤edener　Ar重aus　ErsatzgesellschafteR；es　s三Rd　meist　die　・4‘87
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‘7磁α98げ。♂癬勉一ρ膨π駕∫　∫877碗β一Gese難schaft，（lie　R加∫　♂η60‘〃カ4－Pが御4∫

伽・げど…　一Gese隻1sc熱aft，伽μ・耀・短ノψ冠…　C伽・卿露・・〃撫
一Fors重en，　Bambus－Besta登de　von　P勿〃・吻吻M・齢・・ン・～・var・卿酪・…
und　Unkraut－gesellschaften　von　Reisfeldern昼nd　Ackem．

　　　　　In　der　h6hereR　monねne貸Stu至e　Qberhalb鼻00m　U。　NN　entwlckeln　slch
standor宝sgema爲e　potentie1三e　na宅Urlicぬe　Vegetatlon　wie　A　u　c　u　b　o－F　a　g

－e℃Um　 Crenatae，TOrreyO　rad1Cant：三S－Ze圭kOvetUm
serratae，　Po五ystlch◎一Pterocaryetum
und　aRdere　s◎mmergrUne　Laubwalder，　die　an　der　Seite　desコapa魏三schen　Meer

weit　verbreitet　sind。　GegeRwartig　jedoch　wachsen　h主er　me三s宅ens
£rsatzgese1王schaf宅e轟，w三eCastaneo－Quercetum
CdSpU1ae，FOrStenvO貸ご・タμ・耀短加・競・U漁d伽耀卯碗・・伽・の
Kahlschlaggesel玉schaf宅enwieCrassocephalo　crepidio玉dis－E
rechtitetumhierac三f◎正三ae，R。伽ρ・伽幽・・剛遁げ・伽・
一Gese1圭schaf宅　　un（i　aRdere　　Ersatzgese鍛schaften。　Aber　　in　　（ien　　As｝簾iu－

Versuchsflache轟　　der　Universitat　Kyo宅。，　Berg　　Aoba　　（699　　m　　U．　NN）ラ

Kusuyogadake（617　m　O。　NN）sowie　ar轟Nozaka－Gebirge（ca。800－9000。　NN）

ist　he就e　noch　eine　verhaltnisrn鵠ig籍a痴diche　VegeねtioB　m三t　F岬躍∫　‘7飾。砲

erhalten。

　　　　　Um　d三ese　v1else玉宅igen　Vegetationseinheiten　darzuste1玉en，　wurden

verschiedene　Vegetat三〇nskarten　hergestellt。　Bei　der　Kart三eruRg　wurde籍
au＄er　ne嫉en　Gelandeaufnahmen　verschiedene　Vegeねtio織skartea　gemacht．
Uber　das　gesamte　GebieUm　Umkreis　von　30　km　wird　eine　Karte　der　rea玉en
Vegetatlo貸im　Ma路stab　1350，000　vorgelegt（Karte　I）。

　　　　　Weiter　werden　fUr　denjeRigen　Bez三rk　der　Halbi織sel　Oshi醗a，1n　dem　das

O三Atomkraftwerk　von　Kansai－Elect◎ric　power　Co．　hegちDetai1－Karten　der

realen　Vegetation　im　　MaBsねb　1　3　10，000，　eine　Karte　des
NatUr圭ichke三tsgrades　der　Vegetat三〇n　sow1e　eine　Karte　der　potentieUen
natUrhchen　Vege㌻ation（a盤e　1＝10，000）vorgeiegt（Al）h．　KarteR玉らHI，　IV）．
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　　　　A圭swei電ere　Ergeb籍三sse　unserer　Landschaftsforschung　werde践im

Kむsten－gebiet　an　der　Wakasa－Bucht　vorkommeRde　wichtige　Pf呈anzen

sowle　d三e　w三ssenschaftlich　bedeu宅ende　Vegeねtion　m三t　ihren
Fundorten　u掩d　Standortsangaben　dargestellt（F三9．厚8，　Tab．46）．

　　　　W三rlegen　mit　deR　zahlreichen　und　weit　zerstreuten　Vegeta重三〇ns－

aufnahmen　und　den　Karter｝　der　realen　VegetaUon，　der　potentiellen
“atUrlichen　Vegetation，犠nd　des　Na宅穏rl三chke三tsgrades　der　Vegetat三〇n

eine　DokumeRta宅三〇n　des　gegeRwartigen　21ustandes　vor．　Auf　Grund
dieserεrgebn三sse　werden　s三ch　e細a三ge　Standor宅sveranderungen三m
Zusammenhang　mit　dem　Bau　eines　Atomkraftwerkes　erfassen　lassen，
insofem　diese　durch　die　Vegeねt玉。轟angezeigt　werden．

　　　　Um　dar慧berhinaus　standortsgemaβe　Umweltschutzwalder三n　der

Umgebung　des　Atomkraftwerkes　zu　schaffen，　werde縦　konkrete
Vorschl邑ge　gemacht　fOr　eine　Bep到anzu織g　mit　gee三gneten　Arten，　wie
sle　in（leR　Ubers1chtstal）ellen厚厚一鉢9　aufgef越hrt　s三nd．

　　　　Die　synsystemat隻sche　Stellung　der　PflanzengeseUschaften　des
Untersuchu籍gsgebietes　ist　nac｝｝folgenddargestellt：
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1，　ヤフツバキクラス

Came王1ietea　lapo轟三cae　MiyawakietOhba1963

　　タイミンタチバナースダジイオーダー
　　Myrsino－
　　Castanopsietalia
　　sieboldii　K．Fuliwara1981

　　　イズセンリョウースダジイ群団
　　　Maeso　lapo合icae－
　　　Castanopsionsieboldi三K．　Fuliwara　1981

　　　　イノデータブノキ群集

　　　　　Po三ysticho－Perseetum
　　　　　thunbergii　Suz●一Tok．1952

　　　トベラ群団

　　　P三ttosporion　tobirae　Naka籍ishietH。Suzuk三197厚

　　　　　マサキートベラ群集

　　　　　Euonymo－Pittosporetum　tobirae　MiyawakietaL1971

　　シキミーアカガシオーダー

　　1五nc三〇一Quercetalia　acu宅ae　K．Fuliwara1981

　　　アカガシーシラカシ群団

　　　Quercion　acuto－myrsinaefolae　K．Ful三wara1981

　　　　　ヤブコウジースダジイ群集

　　　　　Ard三s三〇一・Castanopsietum
　　　　　s三ebo1（圭ii　Suz．一To韮く．1952

　　　　　シラカシ群集

　　　　　Quercetum　myrsinaefoilae　M三yawak三etOhba1965

　　　　　ヒメアオキーウラジロガシ群i集

　　　　　Aucubo－Quercetum
　　　　　Salicinae　Sasaki1958

　　　　　シキミーモミ群集

　　　　　111icio－Abietetumfirmae　Suz．一Tok．1961

2。　ブナクラス

　Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964
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　シオジーハルニレオーダー

　Fraxino－Ulmetalia　Suz．一Tok。三967

　　サワグルミ群団
　　　Pterocaryion　rhoifoliae　Miyawak三，OhbaetMurase三96厚

　　　　ジュウモンジシダーサワグルミ群li集

　　　　PO三ysticho－
　　　　Pterocaryetum　Suz・Tok・ete1・1956

　　コミヤマミズーオニグルミ群落

　　Pゴご・・ク・弼4・μ頁・飽η5一ノ御♂碑・
　　　βπ二二げ。㍑α卿GeseUscha重t

　　チャボガヤーケヤキ群集

　　Torreyo　rad三cantis－Ze三kovetum
　　serratae　Miyawak三etaL1977

ササーブナオーダー
Saso－Fagetaユ三a　crenatae　Suz・一Tok・1％6

　チシマザサーブナ群団
　Saso　kud玉ens三s－Fagion　crenatae　MiyawaRi，Ohbaeta1．
　1964

　　　ヒメアオキーブナ群集

　　Aucubo－Fagetumcrenatae　M三yawa装ieta1．玉965

　　スギーブナ群落
　　　0γグ、ク♂o〃297ゴβブβρo短‘β一F29露5　676π磁召一GeseUschaf宅

　　チャボガヤーイヌブナ群集

　　τorreyo－Fagetum　laponicae　NakanishietaL1970

コナラーミズナラオーダー
Querceta三ia　serrat　o－
grosseserratae　Miyawakieta1．1971

　イヌシデーコナラ群団
　Carpino－Querc三〇n　serratae　MiyawaRieta1．1971

　　ウリカエデーコナラ群落
　　濯68767魏ゆル〃％甥一ρ％8κ駕∫∫〃7四一

　　Gese1ユschaft
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　　タリーミズナラ群集

　Ca，staneo－Quercetumcrispulae貝orikawaetSasak三三959

　オクノカンスゲーイヌシデ群落
　0β76多！0どゴ05ゴ∫3ガ勉α一Cσ7」ク初冨5　∫5‘加π05老μ

　一GeseHschaft

アカマツ群団
Pinion　’（lensif三〇rae　Suz。一ToR・三366

　ヤマウルシーアカマッ群落
　磁％5　♂7ぎ‘乃0‘471クごZ一ρ∫πκ5　48π∫ゴ！♂07σ一

　GeseUschaft

3．未決定クラスKlasse　noch　nicht　bestimmt

　　タニウ　ツギーヤシャブシオーダー

　　Weigelo－Alnetal三a　firmae　OhbaetSugawara1979

　　　　タニウツギ群団

　　　　WeigeHon　hortensis　HoriRawaetSasaki1959

　　　　　タニウツギーヤマハンノキ群集

　　　　　Weigelo　hortensis－
　　　　　Aユnetumsib三ricae　Suz．一Toketa11956

4．未決定クラスおよびオーダーKlasse　u．　Ordnmg　noch　nicht　bestimmt

　　クサギーアカメガシワ群団

　　Clerodendro儒Mallo宅ion
　　japonicae　Ohbe1970

　　　　クサイチゴータラノキ群集

　　　　Rubo　hirsuti－Ara五ietum　MiyawakietaL1971

5．　イノバラクラ幽ス

Rosetea　multiflorae　Ohba，　Miyawaki　et　Tx．1973

　　未決定オーダー　Ordnung　noch　nicht　bestimmt

　　　　ボタンヅルーモミジイチゴ群団

　　　　Clematido　apiifoliae・・
　　　　Rubionpalmati　MurakamiinMiyawak三1983
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オオツヅラフジーマタタビ群集
Sinomen三〇acuti－
Actinld三etumpoly8amae　Murakamii捻Miyawaki1983

ボタンヅルーウツギ群落
Cど醒β頁5　σ、ρ々！o〃。一＝z）8駕が幻α‘78π必β一GeseUschaft

　　　　　ナガバモミジイチゴークマイチゴ群落
　　　　　肋・・刎卿・・門R伽・…砲ゆμ泌一Gesellschaft

6．　ハマゴウクラス

　Viticetea　rotundifoliae　Ohba，MiyakietTx．1973

　　ハマゴウオーダー

　　Viticeta1玉a　rotundifoliae　Ohba，Miyawakietτx．1973

　　　ケカモノハシーハマゴウ群団

　　　Ischaemo聯Viticion
　　　rotundifoliae　Ohba，MiyawakietTx．1973

チガヤーハイネズ群集
Imperato　cyユindricae－
Viticetum　rotund三foliae　Ohba，M三yawakietTx．1973

ハマゴウーハイネズ群集
Vitici　rotundifo呈iae一
コ“niρeretumconfertae（Yano1962）Ohba，MiyawaRietTx．
1973

7．ハマボウフウクラス
　Glehnietea　1三ttora三is　Ohba，MiyawakietTx．1973

ハマボウフウオーダー
G三ehnietalia　littoralis　Ohba，MiyawakietTx。1973

　コウボウムギ群団
　Caricion　Rubom継g三〇hba，MiyawakietTx。1973

　　コウボウシバ群落
　　0α7綴卿珈如一Gese三lschaft

8．ハマハコベーハマニンニククラス

HoncRenyo。Elymetea　Tx．1966
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ハマハコベーハマニンニクオ〔ダ｝
HOnCkenyo　majoriS－
Elymetaliamollis　Ohba，Miyawak三etTx。1973

スナビキソウーハマニンニク群団

Messerschmidio－Elymion
mo11三s　Ohba，　MiyawaRi　et　Tx。1973

　スナビキソウ群落
　躍8∫5〃56乃〃　観緬∫訪〃ゴ‘α一Gesellschaft

9．　ススキクラス・

　Miscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　ススキオーダー
　　Miscanthetalia　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　　　トダシバーススキ群団

　　　　Arund三neHo－M三scanthion　sinensis　Suz．一τoR．etAbeex．
　　　　Suganuma王970

　　　　　ネザサーススキ群集

　　　　　Arundinario　pygmaeo－
　　　　　M三scant熱et“m　si轟ens三s　Miyawakietltow197鼻

　シバスゲオーダー・

Car三cetalia　nervatae　Suganuma1966

　　シバ群団
　　Zoysion　lap◎n三cae　Suz．一Tok．etAbeem．Suganμma三970

　　　シバ群落
　　　Zoグ5緬グ妙。π∫‘β一Gesellschaft

10．ヨシクラス

　Phragmltetea　Tx．etPrsg．1942

　　ヨシオーダー
　　Phragmiteta1三aτx・etPrsg・1942

　　　　セリークサヨシ群団

　　　　Oenantho　lavanicae－Phalaridion
　　　　arundinaceae　MiyawakietOkuda1972
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ツルヨシ群集

Pぬragmitetumlaponicae　Minamikawa1963

セリークサヨシ群集
Oenantho輔Phalaridetum
arundinaceae　MiyawakietO装uda1972

　　ハンゲショウーシロバナサク　ラタ　デ群落
　　　5捻駕プ冴7％∫　‘海π8η5ガ5－POどグ90π躍％

　　　ノ妙。痂‘纏一Gesellschaft

大形スゲオーダー
Magnocariceta三ia　P呈gn●1953

　　　　ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団
　　　　Galio　brevipedunculati－
　　　　Magnocaridon　MiyawakietK。Fuliwara197◎

　　　　　カサスゲ群集

　　　　　Car玉cet犠mdispalatae　MiyawakietORuda1970

1Lヌマハコベータネツケバナクラス

　Monti◎一Cardarninetea　B，r－B玉．etTX．19鼻3

オオバセンキュウータネツケバナオーダー
AngeHco－
Cardaminetalia　Ohba1975

オオバセンキュウータネツケバナ群団
Ange1豆co－Cardaminlo勤Ohba1975

　ヒメ　レンゲーナルコスゲ群i集

　Se（：lo　subtilis－Caricetum
　curvicollis　Y．Nakamura三nMiyawaR三1982

　ウワバミソウーモミジチャルメルソウ群落
　Zシαガ05紹吻己24勿8〃θ」σvar。

　〃2の’翼∫一一M∫μ42　2‘〃ガ％β一Gesellschaft

12．．チャセンシダクラス

　Asp王enietea　rupestr三a　H．MeyeretBr．一Bl．193厚

　　イワタバコオーダー

　　Conandretalia　ramondio三dis　Y．NaRamurainMiyawaki1982
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イワタバコ群団

Conandr三〇n　ramondioid三s　Y．NaRamurainMiyawaki1982

エチゼンダイモ　ンジソ　ウ群落
諏短∫7岬α2‘〃げ。〃α一Gesellschaft

13．オニ．シモツケーオオ’ヨモギクラス

　Fiユipenduio－
　Artemisretea　montanae　Obba1973

オニシモツケーオオヨモギオーダー
Fi玉三pen（圭ulo－

Artemisietalia　montanae　Ohba1973

オオヨモギーオオイタドリ群団

Artemisio－Polygonion
sachaユinensis　MiyawakietaL1968

アカソーオ浅紅モギ群集
Boehmerio－Artemisietum
montanae　MiyawakietaL1968

14．ヨモギクラス

　Artemisieteaρrincipis　MiyawaRietORuda1972

ヨモギオーダー
Artemisietalia　principis　Miyawak互etORuda1972

チカラシバーヨモギ群団
Penniseto－Artemision　principis　Okuda1978

カラムシ群落
、Bo酌勉6γ搬　πらク。πoπ麹8β一GeseUschaft

ヨメナーヨモギ群落
血〃勉〃ご∫　グ。耀πr／176吻ゴ52ク7∫π‘6」ク∫一GeseUschaft

ミズヒキードクダミ群団

Polygono　filiformis－
Houttuynion　cordatae　Ohba，SugawaraetOhno1978

ツルカノコソウーノブキ群集

Valeriano葡Adenocauletum
himalaici　MurakamiinMiyawaki1983
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　ヤマァイーコミヤマミズ群落
　藩ア‘駕。ゴ凶5爾。‘α7πPゴ♂8α

　ρ5躍40ρ露ozβγゴ∫一Gese11schaft

　コタチツボスミレーヒメガンクビソウ群落

　7ゴ・如卿μ鯉5var・幽♂∫・
　一C吻・∫励…ぬ鰍一Gese11schaft

未決定オーダーおよび群団　Ordnung　u・Verband籍och　nicht　bestimmt

　オニヤブマオーハマウド群1集

　　Boehmerio－Angelicetum
　　laponicae　MiyawaRietaL1980

15．ハマツメクサクラス
　　Sag三日目tea鐙aximae　OhbaetSugawara1978

　　　ハマエノコローハマツメクサオーダー
　　　Setario　pachystachyos－
　　　Saginetalia　maximae　OhbaetSugawara1978

　　　　ハマエノコローハマツメクサ群団

　　　　Setario　pachystachyos－
　　　　Sagin三〇n　maximae　OhbaetSugawara1978

　　　　　ハマエノコローハマツメクサ群集

　　　　　　Setario　pachystachyos－
　　　　　　Sag三netummaxir轟ae　M三yawakietal．1980

16．未決定クラス　　Klasse轟och　nicht　bestimmt

　　　オオバコオー　ダー

　　　Plantag三net　aliaas三at三cae　Miy：awaki1964

　　　　ミチヤナギ群団

　　　　PoIygon三〇n　avicularis　Miyawaki玉964

　　　　　カゼ’ク・サーオオバコ群二集

　　　　　　Eragrostio　ferrugineae－
　　　　　　Plantaginetumasiatlcae　Tx．1977

17．シロザクラス，

　Chenopodietea　Br・一BL三951
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ツユクサオーダー

Comme三inetal三a　communis　MiyawaRi1969

　カヤツリグサーザクロソウ群団
　Cypero－Mollugin三〇n
　strictae　M三yawaki1969

　　カラスビシャク一頃シキソウ群集
　　　Pine11io　ternatae囎
　　　Euphorbietum
　　　pseudochamaesycis　M三yawak三1969

18．タウコギクラス　．・’・

　　Bidentetea　tripartitae　Br．一BLetTx．1950

　タ　ウコギオーダー

　Bidentetalia　tripartitae　Br．一BLetTx。1950

オオクサキビーアメリカセンダングサ群団
PanicO－Bi（圭ention
frondosae　M三yawakietOkuda王972

ミゾソバ群集
Polygo籍etumthunbergi三Lohm．etMiyawaki1962

19．コウキクサクラス
　　Lemnetea　minoris　W。KochetR．Tx．（in韮tt。195のap．R。Tx．1955

コゥキクサオーダー
Lemneta呈ia　minoris　W。KochetR．Tx．（inlitt。1954）ap．R．τx．
1955

アオウキクサ群団
Lemn三〇n　pauclcostatae　Miyawakietコ．TUxen1960

　アオウキクサーアカウキクサ群落：

　五酬紹翅加…鰯rん・〃・
　励∂アゴ‘如α一Gesellschaft

アオウキクサーサンショウモ群i集

Lemno　paucicostatae－
Salvin五etumnatantis　Miyawakietコ．Tむxen1960

オオァカウキクサ群集

Azolletumlaponicae　Y．NakamurainMiyawakU983
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20．上級単位決定の群落　　｝｛6hereεinheiten　noch　nich　bestimmet

　　　　　ワカサハマギクーミツバイワガサ群落
　　　　　C乃7グ52泌乃8物〃z　吻腐老ガπoゴ　var・

　　　　　”認0526π∫6－S、クゴ7砺α∂！μ甥4f◎　o屍忽5α一Gese三三schaft

　　　　　エゾノサヤヌカグサーハンノキ群落
　　　　　五86r5fα　0アダ80ゴ48∫一ぱ4♂π裾∫

　　　　　ノ妙。痂‘偽Gesellschaft

　　　　　マアザミーハンノキ群集

　　　　　Cirs三〇s三eboldli－Alnetum
　　　　　laponicae　OhnoinMiyawak三1983

　　　　　ベニバナボロギクーダンドボロギク群集

　　　　　Crassocephalo
　　　　　crepidioi（Hs一
　　　　　猛rechtitetum
　　　　　hieracifoliae（Miyawaki1967）Miyawakieta1．1972

　　　　　ヤクシソウ一瞬ケニグサ群集

　　　　　Youngio－Macieayetum
　　　　　cor（latae　Ohba1975

　　　　　ツリフネソウ群落
　　　　　1卿β」ゴ碑5　’8多∫07ガ　輔Gesellschaft

　　　　　ミヤマママコナ群落
　　　　　M6砒筏ク穿7％〃2　♂麟駕吻　　var．　π∫老老08御一Geseilschaft

21．植林および植林　Kむnstl三che　Forste　u．　Bambus－Geh6五ze

　　　クロマツ植林
　　　Pゴ簿勿5　」乃駕π∂6γ9頁　　一Forst

　　　スギ植林
　　　　（7γグμo〃躍プ砲　ノαρo疵62－Forst

　　　モウソウチク林
　　　　P勿〃。∫苑‘乃グ5　乃2‘6706ン6如　　var．　」クπ歩6∫‘8π∫一Bestand

一221一



　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　献

　　　　　　　　　　　　　　　Literatur

青野寿郎・尾留川正平　1970：日本地誌第10巻．富山県・石川県・福井県．454pp．

　　二宮書店．東京．

青野寿郎・三二川正平　玉973：日本地誌第ユ4巻．京都府・兵庫：県．619pp．二宮書店・

　　東京．

青野寿郎・尾留川正平　1976：日本地誌第13巻．近畿地方総論．三重県・滋賀県・奈

　　良県．689pp．三富書店．東京．

13raun－Blanquet　　1964：Pfla簸zensozio豆ogie．Grundz這ge　der　Vgetaもions－

　　kunde．3．AufL　868pp．Wien，NewYork．

文化庁　1972：天然記念物緊急調査．植生図・主要動植物地図25．滋賀県p．24（付

　　図）東京．

文化庁　1976a：天然記念物緊急調査．植生図。主要動植物地図18．福井県．35pp．

　　（付図）東京．

文化庁　1976b：天然記念物緊急調査．植生図・主要動植物地図26．京都府．27pp．

　　（付図）東京．

土木工学大系編集委員会（編）　1982：自然環境論（劃）．植生と開発保全．土木工

　　学大系．3．338pp．彰国社．東京．

EIIenberg，H．　1956：Grun（ilagen　der　Vegeもationsgliederung．1。Aufgabe

　und　Methoden　derVegeもationskunde．136pp．Sむuttgart．

藤原一絵　1981：日本の常緑広葉樹林の群落体系一1．横浜国大環境研紀要7：67－

　　133．横浜．

　　　　　　　　　　　　　　　　　一222一



福井県（編）1978：第2回自然環境保金基礎調査。特定植物群落調査報告書．288pp．

　　環境庁．東京．

服部保・西川淳子・若井純子・中西哲　1980：若狭湾一伊勢湾低地帯のシイ型自然林

　　について．神戸大学教育学部研究集録第65集。p．47－69（付表）．神戸。

環境庁　1976：自然環境保全調査報告書（第1回緑の国勢調査）。401pp．東京．

経済企画庁総合開発局　1974：土地分類図（福井県）。経済企画庁．東京．

近畿地方土木地質図編纂委員会　1981：近畿地方土木地質図．東京．

京都府（編）1978：第2回自然環境保全基礎調査．特定植物群落調査報告書．玉54pp．

　　環境庁．東京．

宮脇昭（編著）1977：富山県の植生．289pp。（付函、付表）．富由県．富山．

宮脇昭（編著）198玉：日本植生誌2．九州．484pp．（付図、付表）．至文堂．東京．

宮脇昭（編著＝）1982：日本植生誌3．四国．539pp．（付図、付表）．至文堂．東京．

宮脇昭（編著）1983：日本植生誌4，中国．540pp．（付図、付表）．至文堂．東京．

宮脇昭・藤原一絵　1976：若狭大飯・美浜地区の植生．横浜植生学会3：玉一114

　　（付図、付表）横浜．

MiyawakL　A．－普BS．Okuda　エ972：Pfla難zensoziologische　Untersuchungen

　　蓑ber　die　Auerlvegetation　des　Flusses　Tama　bei　Tokyo，mit　einer　ver－

　　gIeichenderl　Betrachtu簸g　養ber　die『Vegetation　des　FIusses　TDne．　Veg＿

　　etatio　24：229－311．Den　H：aag．

宮脇昭・奥田重俊11975：若狭湾付近の植生．若狭湾国定公園に対する原子力発電所

　　開発に関する調査報告書（日本自然保護協会報告書第47号）p．25一ユ1ユ　（付図、

　　付表）．粟京．

一223一



宮脇昭・佐々木寧・奥田重俊・弦牧久二子・箕輪隆一・鈴木邦雄　1980：玄海灘周辺

　　域の植生．横浜植生学会哲：1－189．（付図、付表）．横浜．

宮脇昭・鈴木邦雄　1980：敦賀地区の植物群落の動態に関する調査．研究．横浜植生

　　学会28：1－95．横浜，

宮脇昭・鈴木邦雄・片桐正行　1979：高浜原子力発電所の植物群落の動態に関する調

　　査研究：65pp．（付表）．関西電力株式会社．大阪．

宮脇昭・鈴木邦雄。小川吉平。木村雅史　1979：敦賀地区の植生．横浜植生学会筍：

　　1－74．（付図、付表）．横浜．

宮脇昭。鈴木邦雄・佐々木寧。藤原一絵・原田洋　1972：若狭高浜。田ノ浦地区の植

　　生．環境保全林形成のための植物社会学的研究：74pp．（付図、付表）。関西電力

　　株式会社．大阪．

中西哲・服部保・梶原洋～。藤村蘂幸　1979：山陰地方のシイ型自然林について

　　神戸大学教育学部研究集録第62集p．37－58（付表）．神戸．

Ohba，T．　u．H，Sugawara　1979：Bewerk：u難g蕊ber　die　Japan重schen　Vorwa－

　　1（圭一Geseilschaften．Bu11．Yokohama．Phytosoc．Soc．　Japan

　　雀6：267－279．Yokohama．

Ohba，T．　A．Miyawaki　u．R．丁銭xen　1973：P｛lanze簸gesellschafte鍛der

　　lapanischerl　DUnen－K這sむe捻．　Vegetatio　26：ユー143．　De簸　Haag．

奥田重俊　1978：関東平野における河辺植生の植物社会学的研究，横浜国大環境研紀

　　要4：43－112．横浜、

SasakL　Y．1964：Phytosociological　studies　o難beech　forests　of　southwestem

　　Hoashu　，　Japan．The　Joumal　of　Science　of　the　Hlroshima　Univer

　　sity　Series　B，Div．2　（Bota捻y），10：1－55，Hiroshima．

一224一



滋賀県（編）1978：第2回自然環境保全基礎調査．特定植物群落調査報告書．278pp．

　　環境庁．東京．

遠由富太郎　1976：杉のきた道．中公新書．215pp．中央公論社．東京

丁銭xen，R．1956：D重e　heutige　potentielle　nat罎rliche　Vegetation　als　Gegen

　standder　Vegetationsk：artieru難g　Angew．Pflanzensoziologie．

　　壌3：5－42．StolzeRau／Weser．

安田喜憲　玉980：環境考古学事始．日本列島2万隼．N｝IKブックス．270pp．日本

　　放送出版協会．東京．

一225一



　　　　　　　　　若狭湾沿岸地域の植生

　　　Vegetation　des王く戴steng曲ieもes　der　Bucht
　　　　　von　Wakasa　und　ihrer　Umgebung　in
　　　　　　Nord－Kinki，　Mitte1－Japan

　　　　　　　　　　　1984，3
　　宮脇　昭・大野啓一・中村幸人・村上雄秀・鈴木伸一

　　　　　　　　　　　　　ソむ　
Akira　MIYAWAKII．　Keiichi　OHNO，　Y櫨iも。　NAKAMURA
　　　　　Yuhide　MURAKAM1，　Shin－ichi　SUZUKI

発行　　横　浜　植　生　学　会

印刷　　鈴鹿青写真工業株式会社
　　　　大阪市臨淀川区細轄島1108

昭和59年3月発行


